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評価方法
と基準

教科書等

備考
1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

定期テスト60％　授業内での到達度テスト15％　レポート5％　授業外自主学習１０％　TOEICスコア１０％　授業目標３（D2-3)
が標準以上で、かつ科目全体で60点以上の場合に合格とする。評価基準については成績評価基準表による。

Power-Up English <Pre-Intermediate>, 教員が用意するハンドアウト, 英和辞典

後期末試験
まとめ

Unit23 The Goal of Science

Unit24 A Language Robot
パーフォマンス・テスト 速読　　Listening Test　　音読テスト

Unit20 Quality of Life
Unit21 Television Prime Time

Unit22 Loanwords in Japanese

パーフォマンス・テスト 速読　　Listening Test　　音読テスト
後期中間試験
テスト返却

Unit18
Unit19 Sports
Writing an Essay 自由英作文

Travel

Population

Unit17

パーフォマンス・テスト 速読　　Listening Test　　音読テスト
前期末試験
テスト返却　TOEIC模擬テスト

Unit16
Disasters

CultureUnit15

Unit７ Society
Unit８ Health
Unit９ The Environment

テスト返却

Unit６ Business
語彙・語法・トピック

Unit5 Transportation
パーフォマンス・テスト 速読　　Listening Test　　音読テスト
前期中間試験

Unit2 College Life (II)

Unit3 Hobbies
Unit4 Romance

Unit1 College Life (I)

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（プログラム対象科目のみ）

実践指針のレベル
（プログラム対象科目のみ）

D. コミュニケーション能力を備え、
国際的に発信し、活躍できる能力

(D2) 自己の研究成果の概要を英語で記述し、発表す
ることができる。

(D2-3)自己の研究等に関する英語の記述や論文を７割
程度理解でき、自己の研究成果等の概要を英語で分か
りやすくまとめることができる。

　　授業目標

１．基本的語彙、語法、文法を理解して英文を書くことができる。
２．英文や対話を聴いて内容を聞き取ることができる。
３．英文を読んで内容を読み取ることができる。
４．伝えたい内容を英文で表現できる。

授業計画

ガイダンス　 シラバス・ルーブリックの提示

　　授業の概要

高専1年から3年までに学んできた英文法、読解、作文の基礎知識を有機的に結び付け、しっかりと定着させることを目指す。聴解力をつ
けるためにテキスト付属CDを聴いて予習に取り組む。必須で基礎的な語彙、語法、文法、構文を以て英文の内容を正確に理解できるよ
うに、定着を目的とする小テストを行う。英文そのままの語順で読むために、和訳が必要な場合はフレーズ訳で解釈する。.多様な音読、
サマリー作成、筆写等で英文を取り込むことによって発話と作文の基礎を作る。力試しとして長期休暇には各自の自由な発想を発表する
レポートを作成する。多くの英語に触れることを目的として、多読（多聴）を各四半期に5000語以上行う。

D. コミュニケーション能力を備え、
国際的に発信し、活躍できる能力

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢
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科目

総合英語A 通年

担当

M, E, D, C 成田智子
S　村松直子

全学科共通 Gerenal English A ２履修単位
M, E, D, C Narita Tomoko

S　Muramatsu Naoko


